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　桜花爛漫の候、子供達は新学年を迎え、若人は社会人として新たな旅
立ちの時、スポーツ好きの方々には球春到来のワクワクする季節となっ
てまいりました。
　会員の皆様には、お変わりなくご活躍のことと存じます。
　日頃は法人会にご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございます。

　さて、世界情勢は依然として深刻かつ混沌とした状態が続いております。
　我が国も多くの社会、政治、経済的課題を抱えておりますが、日本政府は一丸となって、
１つ１つ着実かつタイムリーに対応していただきたいと思います。

　５月に広島にて第49回先進国首脳会議（Ｇ７広島サミット）が開催されます。岸田総
理が議長として力強いリーダーシップで世界の平和と安定に向け貢献していただけるもの
と念願しております。
　また６月にはＧ７三重・伊勢志摩交通大臣会合が志摩市で開催されます。
エクスカーションで日本の伝統・文化・風光明媚な自然・食等を満喫され、世界に発信さ
れることでしょう。

　さて消費税に関わるインボイス制度の登録申請も本年10月１日からインボイス登録を
選択する事業者は、３月末までに登録が必要とされていましたが、弾力的に運営されるた
め、まだ間に合いますので、早急に税理士、法人会、税務当局等に問い合わせ、適正な判
断に基づき登録するかどうかの決定をしていただくようお願いいたします。

　コロナ禍で翻弄され制約を受けた日常から約３年ぶり解放され、まだ完全ではありませ
んが、普通の社会経済活動が、できるようになってまいりました。
　伊勢法人会の各支部、各委員会、青年部会、女性部会の皆様、令和５年度は、それぞれ
の研修会や、各種イベント、バス研修等、心おきなく事業計画をたて活発に活動していき
ましょう。
　その中でも女性部会の夏休み親子映画会の再開や、青年部会の税制クイズ大会で児童を
会場に集め、熱気あふれる中での開催が楽しみであります。

　そして税のオピニオンリーダーとしての自覚と責任をもって、地域社会に貢献していこ
うではありませんか。

　おわりに、会員の皆様、正田署長をはじめ伊勢税務署の皆様、保険３社の皆様の健康と
事業の健全な発展を祈念させていただきます。

会長あいさつ

（公社）伊勢法人会会長　石 川 周 平
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Ａブロック研修会（宮川支部・有緝支部合同研修会）
日程：令和４年12月４日（日）
場所：いせトピア
内容：小椋あかり　トーク＆コンサート

度会支部研修会
日程：令和５年１月27日（金）
場所：度会町商工会館
内容：インボイス制度について
　　　　　蒲生貞一税理士事務所
　　　　　　税理士　 　　　　蒲生　貞一 氏
※度会町商工会、度会町青色申告会と合同開催

第59回新春税務講演会【主催：三重県下税務連絡協議会】
日程：令和５年２月６日（月）
場所：神宮会館　大講堂
内容：税務行政の現状と課題
　　　　　名古屋国税局長　　　山西　雅一郎 氏

法人会活動

司会　小山 氏
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税務研修会
日程：令和５年２月８日（水）
場所：伊勢商工会議所
内容：インボイス制度対策セミナー
　　　　中井豊税理士事務所　副所長　税理士　　　大黒　一磨 氏
※伊勢商工会議所、伊勢青色申告会と合同開催

第307回税務経営研究会・志摩支部研修会【地域社会貢献活動】
日程：令和５年２月11日（土）
場所：志摩市阿児アリーナ
内容：箱根駅伝から学ぶ人材育成術
　　　　～より良い組織づくりがより良い人材を育てる～
　　　青山学院大学　地球社会共生学部　教授
　　　青山学院大学　陸上競技部長距離ブロック　監督
　　　　　　　　　　　　原　晋 氏

法人会活動
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　今年の全国大会は「ゆいまーる　未来をまもり、拓く」をスローガンとして開催されました。
全法連より参加人数を３名という指定があり、非常に少ない参加人数でしたが、租税教育プレゼ
ンテーション等の他県の租税教育活動の発表を拝聴する事ができ大変参考になりました。また、
千葉大学医学部附属病院　特任教授・産業医　吉村健佑氏『財政健全化につながる！健康経営の
実装と実践』の講演は、これからの時代を考える上で非常に興味深い内容で、伊勢に持ち帰り参
加できなかったメンバーにも共有していきたいと思いました。
　全体を通し、今後の法人会青年部会の発展に繋がるような全国大
会に参加することができた事を嬉しく思い令和５年度以降、人数の
制限がなくなれば、参加した事が無い部会員にも積極的に参加を促
し、他単会との交流や勉強会を通じ、伊勢法人会青年部会をより知
ってもらい事業への参加意識向上に繋げていきたいと思います。

　部会員の更なる税意識の向上を図る場として伊勢税務署の方にお越しいただき、研修会が開か
れました。伊勢税務署　副署長　服部正訓氏の講演は「相続税のチェックポイント」と題しまし
て相続税の仕組みや、注意点を実際の例を取り上げながらお話いただきました。伊勢税務署　法
人課税第一部門統括官　山吉浩司氏の講演は「あの日のこと」と題しまして、山吉氏が様々な部
署で経験されてきた体験談を中心に、納税の大切さや必要性をお話いただきました。
　また、研修会後はお招きした講師の方や部会員同士の交流と今後の活動を語り合う親睦の場と
して情報交換会が行われ、研修会の内容のみならず事業所の業務内容についての話に花が咲きま
した。

　伊勢青年団体連絡協議会の活動として、勉強会・交流会が
開催されました。講師の神宮主事　音羽　悟氏の講演テーマ

「神都の歴史について」により神宮の歴史を知る事ができま
した。また、伊勢を代表する五団体の垣根を越えて情報を共
有する事でより深い繋がりを構築でき、大変有意義な時間と
なりました。

青年部会だより

■令和４年11月24日（木）～25日（金）
■会務渉外委員会全国青年の集い「沖縄大会」

■令和４年12月16日（金）　二冨士
■交流研修委員会税務研修会・情報交換会

■令和５年２月15日（水）　二冨士
■伊勢青年団体連絡協議会伊勢青年団体連絡協議会 2022年度 勉強会・交流会
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　平素より伊勢法人会青年部会の活動に多大なご尽力、ご理解を賜りまして誠に
ありがとうございます。
　このたび令和３年度・４年度と２年にわたる伊勢法人会青年部会部会長の任期
を終えることが出来ました。これもひとえに皆様のおかげと感謝する次第です。
就任当時、大役を頂き重圧と責任感を感じていたことを昨日のように思い出しま
す。新型コロナウイルスが猛威を振るい始めた令和２年度は、事業のほとんどを
中止せざるを得ない状況でした。そんな状況から令和３年度は今できることを考

え、粛々と活動を続けて参りました。
　まずは、通常対面式で行なわれている役員会が対面式では行なえない状況が多く続いたので、
新型コロナウイルス感染症拡大防止策と通常通り円滑な会議を開催するために、WEB 会議サー
ビスの「 Zoom」を導入しました。Zoom を利用すれば場所を選ばず役員会に参加することが
できるため、役員会会場まで行く時間の短縮にも繋げることができ、第一線で活躍している世代
が多く在籍する青年部会では現在もなお利用し続けています。
　次に会員同士のやり取りや事務局からの連絡をスムーズにできる様にグループウエア

「 E-DESK」を導入しました。これにより出欠確認や、役員会資料の事前送付が紙ベースではな
くWEB 上で確認できる様になり、事務局の負担軽減に繋がることや、資料のペーパーレス化を
目指すことでSDGsへの取り組みも行えております。
　そして、従業員の健康維持を支援することが企業価値を高め、永続的な発展につながるという
思いから「健康経営」について２年間を通し学んできました。令和４年６月には、事業の一環と
して参加者全員に「健康経営宣言書」を記入していただき、メンバー様の各事業所や代表者の健
康経営推進に向けて意識を統一いたしました。
　また、例年行なわれている「税制クイズ」も、伊勢法人会管轄地域の小学生約１万人に対し税
金の知識を記載した下敷きを配布し、それに関するクイズをWEB 上で回答していただく方式で
令和３年度は第９回、令和４年度には第10回税制クイズ大会を開催いたしました。大変多くの
小学生に参加していただき、公益事業として大成功を収めることができました。
　部会長を務めさせていただいた２年間を通し、地域経済の活性化や社会貢献活動に取り組み、
先輩諸兄姉が築き上げてきた組織を守り発展させるために、今後も勢力的に活動していかなけれ
ばならないと再認識することができ、とても実りのある有意義な経験をさせていただきました。
　最後となりましたが、伊勢法人会の会員皆様の益々の事業の発展、ご活躍を祈念して退任の挨
拶といたします。

　このたび、伊勢法人会青年部会部会長を拝命いたしました株式会社K-STYLE
の掛橋優子と申します。
　伊勢法人会青年部会は設立以来、税務知識の高揚を図り、自己研鑽と社会貢献
活動・部会員交流などを通じて部会員企業の発展と人材育成に携わり、公益団体
へと成長し続けております。その歴史の中で女性の部会長が初との事ですので、
女性ならではの観点も織り交ぜながら、先輩諸兄姉が築かれた伝統を継承しつつ、
より一層魅力ある青年部会へ発展させて行きたいと考えております。

　令和５年度活動スローガンに「仲間との団結力を強め、魅力ある青年部会へ」を掲げ、メンバ
ーの情熱と発信力を借りながら活動を進め、公益団体の良さを最大限に活用し、魅力ある青年部
会の一翼を担わせて頂きたいと思っております。
　どうぞこの２年間、力強いお力添えを賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

青年部会だより

令和３年度・４年度　公益社団法人伊勢法人会青年部会部会長　植谷洋介　退任挨拶

令和５年度・６年度　公益社団法人伊勢法人会青年部会部会長　掛橋優子　就任挨拶
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令和4年12月5日（月）

の税トークの税トーク“をみな衆”“をみな衆”

税務研修会税務研修会税務研修会グループ別グループ別グループ別
第28回

女性部会だより（For you）
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伊加田　慈伯
法人課税第３部門
統括国税調査官

柳瀬　雅徳
法人課税第１部門
上席国税調査官

山吉統括官による税金クイズ
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税務研修会税務研修会税務研修会グループ別グループ別グループ別
第28回

女性部会だより（For you）
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正田　博揮
署長

夏井　裕介
個人課税第１部門
統括国税調査官

石井　尚
資産課税部門

統括国税調査官

山吉　浩司
法人課税第１部門
統括国税調査官

中井　俊一
法人課税第２部門
統括国税調査官



－8－

新入会員紹介

ご入会ありがとうございました

株式会社 アルクハナ

丸徳産業 株式会社 中川水道 株式会社

代表者名：西村　憲一 氏

代表者名：竹部　徳馬 氏 代表者名：中川　亮二 氏

住　　所：伊勢市東大淀町532-2

住　　所：伊勢市小俣町元町852-1 住　　所：志摩市磯部町築地1207-2

支　　部：北豊支部

支　　部：小俣支部 支　　部：志摩支部

業　　種：障がい福祉サービス（就労継続支援Ｂ型事業）

業　　種：建築・土木業 業　　種：水道工事業

会社ＰＲ：当社は心身に障がいを持たれる方を対象に、社会参加と就労訓練を
目的とした「就労継続支援Ｂ型事業所からふる」という施設を志摩
市内で運営しております。利用者工賃向上の為、作業を発注して下
さる企業を募集中です。

入会数 退会数

★上記期間　　 ３社 ４社

★４月～２月末 25社 24社

２月末現在 加入率

★会員数　　 1,871社 41.9％

★青年部会員 92名

★女性部会員 233名

令和４年12月１日～令和５年２月28日（順不同）
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　伊勢法人会は、LINE@ を活用し、皆様に最新の
情報をお届けします。
　是非、お友達登録をお願いいたします。

　伊勢法人会広報誌「勾玉」は、年３回発行しております。法人
会員の方々のみならず、一般の方でもお楽しみいただけるよう市
町の窓口などに設置しております。

委　員　長　山路　浩一

副 委 員 長　柴原　　昇

委　　　員　牧戸　福司、塚本　　誠、高瀬　義三、中村　哲也、加藤　貴士、
　　　　　　右京　久男、松田　浩明、南家　　剛、清水　歳子、飯島　正俊、
　　　　　　中野　敦規、奥村　育生、
　　　　　　海見　泰弘（青年部会）、夏山　順子（女性部会）、中村　智美（女性部会）

担当副会長　村田　典子	 （敬称略）

設置場所

広報委員会メンバー

⃝伊勢県税事務所　　⃝伊勢市役所
⃝鳥羽市役所　　　　⃝志摩市役所
⃝玉城町役場　　　　⃝度会町役場
⃝大紀町役場　　　　⃝南伊勢町役場

広報委員会からのお知らせ
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事務局からのお知らせ

◆◆◆ 令和５年度 伊勢法人会 年会費について ◆◆◆

◆◆◆ 会員登録内容の変更について ◆◆◆

　令和５年度の年会費につきまして、６月１日にご入金をいただくこととなって
おります。その際、口座引落の会員様には、事前通知および領収証を発行いたし
ませんので、５月31日までに預金のご準備をお願いすると共に、引落後は通帳
でご確認いただきますようお願いいたします。
　なお、当会発行の領収証がご入用の際は、お手数ですがご連絡をいただければ
お送りいたします。

ＴＥＬ　０５９６－２８－５６６５

ＦＡＸ　０５９６－２４－８３１５
住所変更などがございましたら「変更届」をご記入の上、事務局までご連絡下さい。

※口座引落の会員様で口座番号・名義人等が変更になった場合、お手数ですが事務局までご連絡いただけれ
ば、預金口座振替依頼書をお送りいたします。

内　容 変　更　前 変　更　後
フリガナ

法　人　名
フリガナ

代　表　者

代表者役職

所在地

業　種

電　話

ＦＡＸ

変　更　届






